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麻
酔
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、

頭
に
効
か
せ
る
「
全
身
麻
酔
」
、
脊せ

き
ず
い髄

に
効
か
せ
る
「
脊せ

き
つ
い椎

麻
酔
（
下
半
身

麻
酔
）
」
、
主
に
手
術
後
の
痛
み
止
め

と
し
て
背
中
に
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入

す
る
「
硬
膜
外
麻
酔
」
が
あ
り
ま
す

（
左
図
参
照
）
。
そ
の
他
、
歯
科
や
外

来
で
の
小
手
術
・
処
置
な
ど
で
使
わ

れ
る
「
局
所
麻
酔
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
「
全
身
麻
酔
」
に
つ
い
て
、

第
一
麻
酔
科
部
長
（
兼
）
中
央
手
術
室

部
長
の
稲
村
医
師
が
解
説
し
ま
す
。

Ｑ
・
全
身
麻
酔
は
ど
の
よ
う
な
手
術

に
用
い
る
の
で
す
か
？

Ａ
・
お
腹
や
胸
、
脊
椎
、
顎あ

ご

や
顔
面
、

脳
の
手
術
、
長
時
間
に
及
ぶ
手
術
で

は
全
身
麻
酔
を
用
い
ま
す
。
ま
た
、

小
児
の
手
術
で
は
、
通
常
、
上
記
に

関
わ
ら
ず
全
身
麻
酔
で
手
術
を
行
い

ま
す
。

　
　Ｑ

・
全
身
麻
酔
は
安
全
で
す
か
？

Ａ
・
麻
酔
薬
に
は
、
少
な
か
ら
ず
心

臓
や
呼
吸
に
影
響
を
及
ぼ
す
副
作
用

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
手
術
中
は
、

患
者
さ
ん
に
生
体
情
報
モ
ニ
タ
ー
な

ど
様
々
な
機
器
を
装
着
し
、
持
続
的

に
、
心
臓
の
動
き
、
酸
素
飽
和
度
や

血
圧
を
監
視
し
ま
す
。

　

麻
酔
を
始
め
る
と
き
に
は
、
鼻
と

口
に
マ
ス
ク
を
当
て
酸
素
を
吸
い
ま

す
。
そ
し
て
、
意
識
を
無
く
す
た
め
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ど
手
術
中
か
ら
術
後
の
周
術
期
に
心

停
止
発
生
率
、
死
亡
率
が
増
加
し
ま

す
。
こ
の
た
め
、
手
術
を
行
う
前
に

血
液
検
査
、
心
電
図
検
査
、
胸
の
レ

可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
く
稀
で

す
（
患
者
さ
ん
や
手
術
内
容
で
そ
の

リ
ス
ク
は
変
わ
り
ま
す
）
。

Ｑ
・
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
人
は
麻
酔
が

効
き
に
く
い
と
い
う
の
は
本
当
で
す
か
？

Ａ
・
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
人
は
、

肝
臓
の
代
謝
が
亢こ

う
し
ん進

（
取
り
込
ん
だ

も
の
を
肝
臓
が
必
要
以
上
に
活
発
に

活
動
し
て
分
解
・
排
出
）
し
て
い
る

た
め
、
麻
酔
薬
も
代
謝
さ
れ
や
す
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
問
題
に
な
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

医
学
や
医
療
技
術
は
日
々
進
歩
し
、

麻
酔
に
関
連
す
る
新
し
い
薬
剤
も
多

く
開
発
さ
れ
、
安
心
し
て
麻
酔
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
近
年
で
は
、
生
活
習
慣
病
を

放
置
し
た
こ
と
で
複
数
の
重
篤
な
疾

患
を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
や
高
齢
の

患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
当
院

で
は
、
患
者
さ
ん
の
病
気
を
十
分
に

把
握
し
、
よ
り
慎
重
に
安
全
な
麻
酔

管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

の
薬
を
点
滴
か
ら
入
れ
る
と
、
い
つ

の
間
に
か
眠
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
意
識
が
な
く
な
っ
て
か
ら
、

呼
吸
に
関
し
て
は
口
か
ら
喉
に
管
を

通
し
て
人
工
的
に
管
理
し
ま
す
。
そ

の
際
、
歯
が
欠
け
た
り
抜
け
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
弱
い
歯

や
グ
ラ
グ
ラ
し
て
い
る
歯
が
あ
る
場

合
は
、
手
術
前
に
あ
ら
か
じ
め
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
手
術
室
で
は
、
予
期
せ
ぬ

患
者
さ
ん
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
、
不
整
脈
、
心
停
止
な
ど

の
急
変
に
も
即
時
に
対
応
で
き
る
よ

う
薬
剤
や
機
器
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
が
全
身

麻
酔
で
意
識
の
な
い
間
、
麻
酔
科
医

が
安
全
に
患
者
さ
ん
の
全
身
状
態
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
持
病
が
あ
っ
て
も
心
配
あ
り
ま

せ
ん
か
？

Ａ
・
患
者
さ
ん
の
体
の
状
況
に
よ
っ

て
は
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
米
国
麻

酔
科
学
会
全
身
状
態
分
類
（
下
表
）

の
と
お
り
、
ク
ラ
ス
分
類
が
高
い
ほ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
、
検
査
結
果
、

既
往
歴
、
身
体
活
動
状
況
を
基
に
患

者
さ
ん
の
リ
ス
ク
を
十
分
に
評
価
し

ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
科
の

医
師
に
も
意
見
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

手
術
を
行
う
と
き
は
、
リ
ス
ク
の
あ

る
患
者
さ
ん
に
は
装
着
す
る
機
器
を

追
加
し
、
麻
酔
薬
に
加
え
、
患
者
さ

ん
に
合
わ
せ
た
薬
を
併
用
す
る
な
ど

安
全
対
策
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
・
麻
酔
中
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う

こ
と
や
、
麻
酔
か
ら
目
が
覚
め
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
・
麻
酔
薬
が
持
続
的
に
投
与
さ
れ

て
い
る
限
り
は
麻
酔
中
に
目
が
覚
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
波
モ
ニ

タ
ー
を
用
い
て
麻
酔
の
深
度
を
見
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
麻
酔
薬
は
、
時
間
が
経
過

す
れ
ば
必
ず
体
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す

の
で
、
麻
酔
か
ら
目
が
覚
め
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
身

麻
酔
で
意
識
が
な
い
間
に
、
脳
梗
塞

や
脳
出
血
な
ど
の
脳
の
機
能
障
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
目
が
覚
め
な
い

表　米国麻酔科学会による患者の身体状態評価（ＡＳＡ Physical Status）

内容 患者の例

クラスⅠ （手術の原因以外は）健康な患者 ー

クラスⅡ 軽度ないし中等度の全身疾患がある
降圧剤の内服によりコントロールされている

高血圧、食事療法中の軽度糖尿病など

クラスⅢ 重度の全身疾患がある 重症糖尿病、中・高度肺障害など

クラスⅣ 生命を脅かす重度の全身疾患がある ショック状態の汎発性腹膜炎、多臓器不全など

クラスⅤ 手術なしでは生存不可能な瀕死状態の患者 心筋梗塞によるショック、大動脈解離など

クラスⅥ 脳死患者 臓器ドナー
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　　　　ぬまピタルバックナンバーはこちら →

― 市民のために　共に歩む病院 ―

【作り方】エネルギー：224kcal  塩分：1.5g（1人分あたり）  

【材料】2 人分

・生鮭切り身…… 2 切

・酒……………… 大さじ 2

・はちみつ……… 大さじ 2

・しょうゆ……… 大さじ 1

・れんこん……… 2cm 

・ピーマン（乱切り） …… 1 個

・しいたけ（軸を取る） … 2 枚

・サラダ油 …… 小さじ 1

１．鮭は <a> の調味液に 20 分浸ける。

２．れんこんは１ｃｍ幅の半月切りにする。

３．�1. の鮭を調味液から取り出し、鮭に付いた調味液を軽くふき取る。調味液は

捨てずに取っておく。

４．フライパンに油を入れ、火にかける。鮭を盛付ける時に上になる面から焼く。

　　焦げ付きやすいので火加減に注意しながら、片面約 3 分ずつ焼く。同時に、

　　フライパンの空いているところで野菜を焼く。

５．�鮭を両面焼いたら、野菜を取り出し、器に盛る。鮭が残っているフライパンに３.で

とっておいた調味液を入れ、鮭に丁寧に回しかけながら仕上げる。

口の中には数百種類もの細菌がい
ます。口内が清潔でない状態で手
術を行うと、手術後に肺炎や感染
症が起こりやすくなります。
また、タバコは手術の合併症の原
因になることがあります。手術前に
は口腔ケアを行い、禁煙に努めま
しょう。

Ｑ ： ワクチンを接種しても、 新型コロナウイルスに感染することはありますか？

Ｑ ： ワクチンを接種しても、 マスクをした方が良いですか？

ワクチンを２回接種しても新型コロナウイルスに感染することはあります。
また、ワクチン接種して免疫がつくまでには個人差があり、最低でも１～２
週間程度かかります。免疫がついてもワクチン接種による発症予防効果は
100％ではありません。ワクチンは２回接種しますが、１回ではその効果はさ
らに不十分です。

ワクチンに「感染症の発症を予防する」という効果は期待されていますが「他
の人にうつさなくなる」という効果ははっきりわかっていませんので、ワクチ
ン接種後も、これまでどおり｢マスクの着用 ｣　｢アルコール消毒と手洗いの
徹底 ｣　｢３密を避けた生活様式 ｣ を続けてください。また、外国の変異株
への効果も現時点では不明です。　

}a

　　　ワクチン接種後も続けよう感染予防
　　　　　　　　　　～かからない ・ うつさないために～　　　　

PICK
UP

～秋の食材で免疫力ＵＰ♪～
鮭のはちみつ照り焼きレシピ おね

がい
手術前には口腔ケア

と禁煙を !!

今号の
表紙

麻酔科医と

手術室のスタッフ


